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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄物の削減に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 化学物質の適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ． 常に当事者意識と目的を持ち、主体的に行動します

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境経営方針

　平素は当社の事業活動に多大なるご支援、ご理解を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は創業以来70年以上にわたり「すべての人とのつながりを大切にする」を理念として掲げ、当社の技

術を以て広く社会に貢献することを目指し事業展開しております。

＿最近ではデジタル技術を始めとした技術革新が進む一方で、世界中で多くの不安定要素も多く顕在化し

ております。新たな社会構造への大きな転換期を迎え、複雑で困難な時代であるからこそ、改めて当社の

原点である企業理念に立ち返り、社員一人ひとりが「強い想いを持った技術人」として活躍することが重

要と考えます。

＿当社は豊かで調和のとれた社会実現に向けた持続的成長を目指す一員として、目標達成に向けて全社一

丸となって取り組んでまいります。

＿今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表取締役 河井　三代人

　当社は「すべての人とのつながりを大切にする」の企業理念のもと、精密機器向け製品の

製造を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組み

ます。

　お客様に喜んでいただける製品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ

とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでま

いります。

制定日： 2019年11月25日
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□組織の概要
更新日：

（１） 名称及び代表者名

河井工器株式会社

代表取締役　　　河井　三代人

（２） 所在地

本社・工場 〒399-4301　長野県上伊那郡宮田村３３４６

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 経営企画室　 河井 司　　 TEL：0265‐85‐3088

担当者 管理課 伊藤 和枝　　 TEL：0265‐85‐3088

（４） 事業内容

光学分野を中心とした金属精密部品の製造

（５） 事業の規模

売上高 万円 （2022年度実績）

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 河井工器株式会社

対象事業所： 本社・工場

活動： 光学分野を中心とした金属精密部品の製造

□事業や製品（商品）の紹介

23

29,500

本社・工場

2023年2月1日

　当社はカメラ用の光学レンズ部品やプロジェクタ部品、医療機器部品などの製造を行う超精密金属切削

加工メーカーです。精密機器の部品製造には旋盤、マシニング加工等の高度な技術と感性が求められま

す。お客様のあらゆるご要望にお応えするために充実した設備を整え、㎛（1/1000㎜：マイクロメート

ル）単位で加工を行っており、小ロット・多品種生産にも対応し、高品質な製品の生産に取り組んでいま

す。

1410.05

＜製造工程＞ ＜製品＞＜品質検査＞
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

代表者（社長）

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営に関する統括責任

環境管理 責任者

環境事務局

河井　三代人

河井 司

西條 理沙・山﨑 義弘

伊藤 和枝

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員

環境委員会

2023年2月1日

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

環境委員会

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

代表者

経営企画室

総務課

(河井 司)

製造課

(藤木 勝幸)

管理課

(河井 聡)
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg

kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

✕

✕

✕

✕

灯油による二酸化炭素

削減

4,831

基準年度比 2021年 99% 175% 98% 97%

kg-CO2 4,980

　　　　　　　　  　年　度

　　項　目

320,003 123,558

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 113,576

廃棄物排出量

410水道水の削減

kg 2,600 2,574

基準年度比 2021年

㎥ 423 419 465 415

基準年度比

　一般廃棄物排出量 267 542 559

34,023　産業廃棄物排出量 50,310

基準値 2022年 2023年

0.389

水使用量 590 423 465

4,930 8,715 4,880

21,430

電力による二酸化炭素

削減

kg-CO2 90,592 89,686 103,567

基準年度比 2021年 99% 114%

基準年度比 2021年 99% 96% 98%

自動車燃料による二酸

化炭素削減

kg-CO2 11,767 11,649 11,276 11,531

105,192

一般廃棄物の削減
kg 542 537 558.7 531

基準年度比 2021年 99% 103%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 107,338 106,265 123,558

廃油の削減

洗浄剤使用量削減 kg

基準年度比 2021年 99%

環境に配慮した生産活動
行動目標（次項による）

388

98%

104,118

11,414

526

97%

2024年

（目標）

88,780 87,874

97%98%

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評

価

0.97

5,600 2,548

100% 98% 97%

2,522

99%

400 396 400 392

110% 98%

97%

215% 0.98

97%2021年 99%
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

2021年

2022年

7月6月5月4月

数値目標 ✕ 当期の電力使用量は、対前年比で114.3%であった。受注増加

に伴う生産活動の拡大に因るものである。売上は対前年比で

120.4%であるので、生産単位比で検証すると前年よりも効率

的な生産活動が行えたと言える。また、年後半からの電力料

金高騰の影響も大きく、冬季は全社的に節電活動に取り組む

等を行った成果も見られた。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

1,000 0 0 1,000

0

・不要照明の消灯 ○

・生産工程の見直しによる節電、新機械導入 ○

数値目標 ✕

26,812

達成状況

12月11月10月9月8月

1,000

1月 2月 3月 4月 5月

・暖房の使用適正化

0 0 0

3月2月1月

○

・暖房設備の点検 0

0 0

0

6月

0 0

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

当期の灯油（暖房）購入量は昨年比で75%増加したが、当社

の生産増加に伴う稼働の増加や、電力料高騰の影響を受けて

の暖房使用の見直し等を行った事を考慮しつつ、年間を通じ

て適正な使用ができたと考える。

29,521 29,595 17,636 17,562 18,142

8月 9月 10月 11月 12月

21,141 20,685

1,000 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 0 0

21,487 16,740 16,422 17,753 14,420 18,429

22,217 18,301 21,805

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

19,657 22,048 25,20522,357 19,153 19,657

22,822

7月

0

0 0 0 0 1,5000 00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月

灯油（ℓ） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年

4月 5月3月

達成状況

数値目標 ×

・分別の徹底 ○

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

3月 4月 5月

73 39 0 160 113

1月 2月

49.9 39.8

48 53 0 106 29

26.6 47.2 34.5

・エリア別営業活動の見直し

1月 2月 3月 4月 5月

323 225 427 384 458

・納品業務の効率化

数値目標 〇

164

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月 7月 11月1月 2月

・梱包材の再利用
○

・排出量のモニタリング ○

54.5

970 159 58 154 55

43.5 68.8

当期の一般廃棄物量は、対前年比103.1%、目標値に対し4.1%

届かない結果となった。主に第3四半期までの受注増にに因る

影響が大きいが、その中でも廃棄物削減施策に継続的に取り

組んだ事で、稼働増加による廃棄物量を一定程度抑制できた

と言える。

当期の自動車燃料（ガソリン・軽油）使用によるCO２排出量

は、目標値に対し71.6%と、大幅に削減することができた。自

動車使用機会の見直しや、遠方とのリモート会議の積極実施

等が影響していると考えられる。

・効率的なルートでの移動

242 140

295 455 303

336

6月 7月 8月 9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月 12月

△

○

○

242 439 420 459

390 314 330 313 303 382 301 392 225

6月 7月 8月 9月 11月 12月

3643 53 0 59 115 38

10月

8月 9月 12月

39.242.5

46.8 53.4

47.3 44.7 37.0 57.4 48.9

46.5 53.3 57.4 54.5

39.7

49.9 27.6

10月

0

200

400

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

50

100

150

200

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油（L) 2021年 2022年

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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廃油の削減

2021年

2022年

水道水の削減

2021年

2022年

2月 3月 4月 5月

600 200 0 200 1,000

0 200 0 200 400

達成状況

数値目標 ✕

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

○

0

1月

・切削油の効率的な使用 △

・機械稼働状況と使用量のチェック △

0 0

○

・水道設備の点検(隔月実施）

数値目標 ✕ 当期の廃油量は対前年比215.4%と大幅に増加した。当期の生

産増が大きく影響しているが、売上の増加率に対して廃油量

の増加率が超過しており、今後も切削油の効率的な使用と、

使用状況のモニタリングおよび管理の強化が課題である。

達成状況

6月 7月

200200

8月 9月 10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

200 400 400 200

11月 12月

0 75 0

200

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 600 1,200400 1,000 400

0 70 0 77 0 76

72 0

当期の水道水の使用量は、前年比で9.9%増加した。第3四半

期までの受注増による稼働増が影響したためであるが、生産

増加率が20.4%である事を鑑みると増加率は抑えられており、

日常の削減取り組みが効いているとも言える。

6月 7月 8月 9月 12月

0 76 0 76

0

0
0

64

5月

00 63

3月1月 2月 4月

87 0 79

0 73

10月 11月

0

50

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

500

1000

1500

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

廃油産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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洗浄剤使用量削減

グリーン購入の推進

環境に配慮した生産活動

当期のグリーン購入実施状況については、年間通じて継続的

な取り組みが実行できた。年末には製品乾燥炉をエネルギー

効率の良いものへの更新も実施した。

・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○

・事務用品グリーン購入 ○

#REF! #REF!

○

・管理職会議での各週生産状況確認 ○

・改善委員会による改善推進 ○

・製品含有化学物質の適正管理 ○

全社で３M（ムリ・ムダ・ムラ）の低減への取組みが定着し

ている。生産管理システムを用いた生産状況の可視化に加

え、管理職から若手社員までが５S/改善活動に取り組み、一

定の成果が出ている。また、教育も重点的に行い、特に若手

社員の技能向上も著しい。

・稼働率向上 （生産管理システムによる最

適化）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・有害性の少ない資材の購入 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

当期の洗浄剤使用量は、昨年比100%で推移した。生産量が大

幅に増加した中にあって、効率的な使用ができた。また、新

たな設備導入で指定有害物質の代替となる洗浄剤への切替え

が実施できた。

・有害性物質の表示の徹底 ○

・容器の蓋の徹底 ○

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

・不良品低減（連絡書の徹底と改善策の検討） ○

数値目標 ✕

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

工作機械、洗浄設備

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 油流出事故の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： □ あり ☑ なし

工作機械、洗浄設備

エアコン

産業廃棄物処理法

化学物質排出管理促進法

労働安全衛生法

フロン排出抑制法

2022年10月11日（火） 　切削油保管所

管理課長、管理課2名、製造課2名

経営企画室長

手順書の変更の必要性

油漏れ事故時の対応訓練を実施。発見から関係各署への連絡連携、緊急対応（吸油マット敷等）まで問題な

く完了することが出来た。人的ミスに起因する事が多いと考えられるため、ヒューマンエラー防止策の徹底

を図るよう、社員教育を継続する必要がある。

・2022年9月に、取引先との協議の結果、品質管理マニュアルの一部改訂を実施しました。

・流出事故対応、通報訓練

通報および避難訓練は滞りなく完了する事が出来た。消化設備点検も行い、問題点等は検出されなかった。

2022年10月6日（木） 　管理棟、工場、駐車場

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防法

火災発生を想定した通報・避難訓練。発見者が社内通報、社内放送にて緊急避難の告知。避難場所である当

社駐車場への非難と、管理職による点呼。消火器の確認等。

経営企画室長、管理課長、製造課長、各係長、社員3名

灯油タンク、指定数量未満の危険物保管

手順書の変更の必要性

水質汚濁防止法 洗浄設備

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

委託基準（廃収事業者、産廃収集運搬・処分業者の許可）、保管基準、マニュ

フェスト交付、特別管理産業廃棄物（管理責任者の選任、帳簿作成）、産業廃

棄物管理票交付等状況報告書、処理状況の把握等

適用される法規制
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

　2022年後半以降、電気料金の高騰が続きます。当社で生産する金属製品は温度変化による寸法への影響を受け

やすい中で、1/100～1/1000㎜単位の精度を求められるため工場内の温度を常に一定に保つ必要があります。そ

のため当社は冷・暖房は使用電力割合が大きく、影響も増大しました。すぐに簡単にできる対策として工場内の

壁にビニールカーテンを取り付けたところ、冬場の温度低下が従来に対して2~3度保つことが出来るようになり、

使用電力量の削減にも結び付いています。

2023年2月1日

●全体評価

当社をはじめ製造業においては、環境目標達成には稼働率が大きく影響してまいります。2022年度生産量が大きく増加し

ましたが、昨年度から「生産性向上」を全社での重要目標に掲げて取り組むことで、信頼性を担保しつつ生産の効率化を

推し進めることができました。また社員の意識の変化と個別の技能向上なども顕著に見られております。引き続き当社

は、更なる生産性の向上によって環境経営目標の達成に取り組んでまいります。

●環境目標の達成状況

7項目の環境数値目標に対し、達成できた項目は1項目（自動車燃料）で、電力・水道・灯油・一般廃棄物・廃油の削減・

化学物質使用量の6項目は未達成でした。生産量増加率が年間20.4%のに対し、廃油（切削油）以外は上昇幅が低く抑えら

れている事から、生産性向上施策の成果が現れていると考えます。特に廃油（切削油）については 更なる効率化を検討す

るように求めます。

●環境活動に関する結果

全社で実施している5S実践活動が定着し、職場環境改善・環境負荷低減の効果が継続していると考えます。また、改善委

員会による活動では、若手の自主性と実行力を養成しつつ、工程改善やノウハウ供給化、不良品抑制施策などの成果が出

ています。

●環境関連法規の順守

特に自社における法規制に違反はなく、今後も順守を続けてまいります。

●外部からの苦情・要望等

当社品質管理マニュアルについて、取引先との定期的な見直し精査を行っており、一部において修正を行いました。

　2022年11月に地元の宮田小学校3年生の生徒さんが当社へ見学に来てくれました。1学年全部をクラスごとに

分けての見学で、当社としてはここまで大掛かりなものは初めてでした。受け入れる社員の方も、事前に見学

資料を作成したり、見学コースを考えて整理整頓・危険なものを除去したりと、普段の仕事をどう分かり易

く、安全に見学してもらえるかを皆で一生懸命に考えました。2日間にわたり100名ほどの生徒さんにエコアク

ション21で実践している環境活動の紹介なども織り交ぜながら見学をしてもらい、熱心にたくさんの質問を頂

きました。子供たちには地元の産業・企業を知ってもらう良い機会となったと思いますし、一方で、当社社員

も子供たちと接することで、自身の仕事に対するモチベーションが上がったのではないでしょうか。今後も、

環境活動と併せて、地域社会へ貢献できる活動を続けていきたいと思います。

＜工場内に設置したビニール製カーテン＞
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